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１ 開会 

 

２ 教育委員挨拶 

 一昨年の５月になりますが、新潟市西区の小学２年生の女子が殺害された事件、

これにつきましては、教育に携わる者の一人といたしまして、本当に深い悲しみと

強い憤りがまだ癒えぬものであります。あの事件以来、新潟市内の小中学校区では、

防犯カメラや防犯灯が設置され、また地域の方々による見守り隊も充実、強化され

てきました。そうした中で、昨年の５月、川崎市の多摩区で登校途中のスクールバ

スが襲われまして、20人もの児童が殺傷されるという事件が起きたわけであります。

今のこの時代、安全な日本と言っても、日本各地いつどこで何が起きるか分からな

い。こういう思いがしております。 

 本日は、「地域の力で子どもたちの安全を守るために」というテーマのもと、地域

として、大人として何ができるのか、これを考えることになっております。ぜひ多

くのことを学ばせていただき、安心・安全な学校、そして安心・安全な地域づくりの

ためにより一層取り組んでまいりたいと、このように考えております。 

 

今回の「地域の力で子どもたちの安全を守るために」というテーマで教育ミーテ

ィングを開かせていただきますが、その中で大変盛沢山な話題、そして実践発表は

資料も事前にいただいておりますが、西区の事件から大変短い時間の間に形になっ

た実践ということで、そこからも学ぶことが大変多いのではないかと思い、今日、

こちらにまいりました。グループディスカッションは、時間がかなり短くなります

が、どうぞ皆さん、たくさんの意見交換をし、またお互いに学び合うものが多い機

会になるといいと期待しております。 

 

３ 令和元年度全国学力学習状況調査の結果説明 
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４ 秋葉区による不審者情報の状況報告 

 不審者情報の状況ですが、平成 30 年１月１日から 12 月末までの統計数字を引っ

張ってきました。これから申し上げる数字は、事件性が非常に強いような前兆事案

ということでお話ししますが、平成 30年は、県内全部で 836件でした。秋葉警察署

は 19 件。平成 31 年、令和元年は 777 件で少し減りました。ところが、秋葉警察署

は 34件、増えました。これは、去年の統計は、実はまだ不確定です。２月にならな

いと確定しませんので、この 777件と 34件というのは、大体そのくらいのものだと

いうことで理解していただければと思います。 

 それから、先ほど言った事件性が強いもの以外でも、やはり一昨年の西区の事件、

それから各学校で通学路の安全対策の会議を行い、地域の方、それから生徒自身も、

問題意識、警戒感をもっていただきました。そのおかげで、いわゆる警察への不審

者事案の届け出、これが、先ほどの数字に表れています。平成 30 年は 28 件、平成

31年と令和元年、これが 45件、この数は、いわゆる未成年者が被害に遭ったという

か、はっきりと被害とは言えませんけれども、小学生、中学生、高校生、専門学校

生、そういった人たちがそういう行為を何かされたという数でございます。という

ことは、やはり少し増えているというようなことです。 

 私が気づくのは、やはり一昨年の学校と地域を巻き込んだ、いわゆる不審者の対

応ということとを、本当に市民の方はもちろん、今日参加の皆さん方も関心を非常

に高くもっていただけているのではないかと思います。子どもからの届け出も、例

えば土曜日の夕方発生すると、大体警察に情報が入ってくるのは月曜日なのです。

もうその段階では、我々が行っても、そこには不審者はいないわけです。ところが、

去年のころから、即、警察に情報が提供されるようになりました。ですから、その数

も含めて、やはり増えてきているのだと思います。関心が非常に高くなっています

し、地域の方も子どもを守ろうという意識を高くしていただいているのだなという

ことを本当に実感しております。 

 後で事例紹介ということでぴいす金津の方がお話しされますが、本当にその事件

を契機に、いろいろな学校での会議をやって、金津地区において非常に先進的で、

ほかの県にもないような防犯活動、子どもを守る防犯活動をやってくださっており

ます。これは、本当に我々も非常に期待していますし、ほかの市町村も非常に関心

を高く、このぴいす金津の活動を見ているという状況がありますので、その辺もぜ

ひ参考にしていただいて、皆さん方も引き続き防犯意識をもっていただいて、とに

かく防犯、一番大事なのは、皆さん方の目になりますので、やはり悪いことをしよ

うとしている人は、目を、誰かに見られているというと、犯行を抑える一番の大事

なことになると思います。 

 

５ 地域における防犯活動の実践発表 

 本日は、実践発表の機会をいただきまして、本当にありがとうございます。貴重

なお時間をいただいてのプレゼンでございますので、ぜひ皆様のお役に立てるよう
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な情報を提供できればと思っておりますので、最後までどうぞよろしくお願いいた

します。 

先ほど森田さんから紹介があったのですけれども、こちら、スマホのアプリでヤ

フーマップというところに防犯マップというものが出ております。これは、実際、

一番左の画面が、青いところが実は私の自宅なのですけれども、秋葉区内、今、過去

２年間で 14件、これはある団体が出しているのですけれども、14件あります。いろ

いろなマークが出ていまして、実は金津地区がこの辺になるのですけれども、そこ

をクリックいたしますと、この右の二つになります。これは、昨年の５月 30日暴行

ということと、こちらは同じく５月 29日痴漢ということで、こちらは子どもが容疑

者の特徴を押さえておいて通報して、検挙まで至ったというものがありますし、新

聞報道等もされましたが、実は、我々の活動を始める直前に、金津小学校区内の児

童がわいせつ目的で誘拐されて、犯人が逮捕されているという事案も実際に起きて

おります。 

 そのようなことがきっかけで、我々、当時は同じ小学校のＰＴＡをやっていまし

たので、当事者意識をもって、どうしたらいいのだろうといったことで始めたのが

このぴいす金津になります。これから中野の発表を行わせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

 

先ほど、一昨年５月の西区の事件のお話がありましたけれども、そこで犠牲にな

った小学校２年生の女の子、実は私にも同じ歳の子どもがおりまして、本当に他人

事ではないという気持ちでした。そして、私も大学生のころ、東京に住んでいたと

きの話なのですが、後ろから急に口を塞がれるという被害に遭ったことがありまし

て、本当に他人事ではないというよりも、本当に誰にでも起こることだと自分で実

感していますので、今回の防犯活動をするきっかけにもなったと言えると思います。 

 全国各地でいろいろな防犯活動が行われています。通学路の安全を守るため、そ

して子どもたちの命を守るために何が一番重要なのかというのは、手段ではなくて、

結局はその地域の人たちの一人一人の気持ちが大事だと思うのです。防犯意識、高

いというだけではなくて、西区のような事件が起こりますと高くはなりますが、人

の気持ちというのは変わりやすいもので、時間が経つにつれてどうしても薄れてい

ってしまうのです。ですので、防犯意識の継続ということが、子どもたちの命を守

るためにはもっとも重要なことなのではないかと、私たちは考えています。 

 その視点から生まれたのが、現在行っております「地域で見守りプロジェクトぴ

いす金津」という活動になります。まず、この「ぴいす」という名前なのですけれど

も、ＰＴＡのＰに椅子を組み合わせた名前ということで、ＰＴＡが主体となりまし

て、そこに地域の皆さん、そして学校のご協力をいただいて活動をさせていただい

ております。そして、椅子を使った防犯活動ということで、全国的にみても大変珍

しいそうです。おかげさまで、県の内外から注目をいただいております。 

 そして、この活動について簡単にご説明させていただきますと、まずホットスポ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ットと言われる犯罪が起きやすい条件の場所があるのです。その犯罪が起きやすい

ホットスポットに、人の手で色が塗られた、管理された椅子を設置することによっ

て、普段は人気の感じられない場所を人気の感じられる場所に変えていこう。まず、

環境を変えようということです。そして、椅子なので、地域の皆さんに自由に座っ

ていただくことによって、見守りをしていただこう。そういった活動になるわけな

のです。きっかけは、一昨年の西区の事件でした。それを受けまして、私ども金津地

域でも 13年ぶりに防犯マップの見直しを行いました。ですが、防犯マップをお金を

かけて、時間もかけて作って配ったとしても、本当に子どもたちの命をこれだけで

守れるのかなという疑問が、正直、私の中にあったのです。そのもやもやした状態

の中で出会ったのが、犯罪機械論というものと、東京の吉祥寺で行われている赤い

椅子プロジェクト、この二つだったのです。 

 まず、犯罪機械論についてご説明をさせていただきますと、これから犯罪を起こ

そうとする、いわゆる不審者と言われる人は見た目で判断することはできません。

ですが、犯罪が起きやすい場所というのは共通点がありまして、世界的な基準があ

るのです。それが、犯罪機械論、人ではなくて場所に注目した考え方です。その主な

ホットスポットと言われるものが、入りやすく見えにくい場所、そして人の気配の

感じられない放置された印象を与える場所、これが割れ窓理論と言われているもの

なのですけれども、こういった場所が主に犯罪が起きやすいと言われています。 

 一方、吉祥寺で行われている赤い椅子プロジェクトというのは、実は防犯とはま

ったく関係ありませんで、商店街の活性化を目的としたプロジェクトなのです。不

要になった木製の椅子を募集して集めてきまして、地域の皆さんでワークショップ

を開いて赤いペンキで色を塗ります。その赤く塗られた椅子を商店街の店先に置い

てもらって、ご自由にお座りくださいということで設置することによって、この椅

子をとおして吉祥寺、住む人、訪れる人、商売をする人を結びつけていこうという、

そういった取り組みになります。 

 私、たまたまこれをＳＮＳで知りまして、このような赤い椅子プロジェクトのよ

うな椅子を犯罪機械論で言うホットスポットに置いてみたら、もしかして防犯効果

があるかもしれないと考えたところから生まれたのが、今、私どもがやっておりま

すぴいす金津の活動ということになります。活動内容としては、赤い椅子プロジェ

クトとほぼ同じです。集める、塗る、座る、この三つの工程です。そしてその後に知

る、守りでしたでしょうか、もう一つ工程が後で加わったのですけれども、基本的

には集める、塗る、座るの三つになります。 

 まだ１年経っていないのですけれども、どういう活動をしてきたのかということ

を振り返りながら、詳しい活動内容をご説明させていただきたいと思います。私が

発案したのが一昨年の７月になりまして、その後、10月に犯罪学の第一人者でいら

っしゃいます立正大学の小宮信夫教授に連絡をとらせていただいて、こういうアイ

ディアがあるのですけれども、専門家から見てどうですかということでご相談をさ

せていただきました。ホットスポット対策として大変いいのではないかというお墨



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付きをいただきました。そして、12月にたまたま東京に行く用事がありましたので、

吉祥寺の赤い椅子プロジェクトのスタッフの皆さんにもお会いいたしまして、少し

真似するような感じになりますので一応了承を得ようと思いましてお話をさせてい

ただいて、小宮教授にも赤い椅子プロジェクトにも了解が得られたということで、

翌年の３月、去年の３月の末から本格的に活動を開始いたしました。 

 まずは木製の椅子の募集ということで、直前にフェイスブックページなども立ち

上げて告知はしたのですが、始めたばかりということでなかなか最初は椅子が集ま

りませんで、最初、３月 31日に椅子募集で小学校の体育館で待機していたのですが、

１脚も集まらなかったのです。この先大丈夫かと思っていたのですが、４月 27日、

初めて塗装イベントを開催させていただきました。その間に椅子が集まってきまし

て、地域の皆さん 26名の方にご参加いただいて、椅子を塗装するという作業をいた

しました。この塗装イベントにも意味がありまして、最初にも言いましたが、人の

気持ちの継続、防犯意識の継続ということが大事なので、この塗装イベントを毎年

開催して、毎年参加してもらうことによって防犯意識を再認識し、継続していきた

いという狙いがあります。私どもの場合は、赤ではなくて椅子をオレンジ色に塗っ

ているのです。セーフティスタッフのジャンパーの色がオレンジ色ということで、

安心・安全の色ということで、子どもたちにも馴染みのある色だという理由でオレ

ンジ色に塗りました。それから、５月３日から椅子を徐々にホットスポットに設置

し始めました。実は、このプロジェクトを急いだのには理由がありまして、その西

区の事件が５月９日だったので、１年経つそのときまでに何とか椅子を設置したい

ということで、プロジェクトの活動も急がせていただいたという理由があります。

テレビ局ですとか、新聞社とか、そういったところにも取材に来ていただきました。

現在、金津地区で設置されている椅子は、13 脚になります。防犯マップに記載され

ているホットスポットが 23 か所ありますので、まだ椅子が足りないという状態で

す。 

 そしてその後、７月 19日、子どもたちがちょうど夏休み前の集団下校の日だった

のですが、小学校からご協力をいただきまして、地域安全マップ作りのフィールド

ワークというものを実施いたしました。これはどういうことかと言うと、子どもた

ちのための、子どもたちによる子どもたちのための安全マップ作りというものをや

ったのです。小宮教授にもアドバイスをいただきまして、やはり子ども自身が、守

られるというだけではなくて、自分自身でどういうところが危険な場所なのか、ホ

ットスポットなのかということを見極める目がなければ、自分自身の身を守ること

ができないということで、景色解読能力というそうなのですけれども、それを育て

ることがまた防犯につながるということでアドバイスをいただきましたので、子ど

もたちの安全マップ作りをさせていただきました。普段何気なく歩いている通学路

を、このときは入りやすく見えにくい場所という視点で子どもたちに歩いてもらい

まして、その現場の写真を撮ってもらったりチェックしてもらったりして、立派な

防犯マップ、安全、マップができまして、数日後、全校朝会で全校の前で発表してい
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ただくということにしました。子どもたちの安全マップ、すごいところは、大人が

作る安全マップというのは、例えば公民館ですとか、公共の施設とかが目印になる

のですけれども、子どもが作るマップは、何々さんのお家というものが目印になっ

ているのです。それを見て、やはりこれこそが子どもが分かるマップなのだなと感

心いたしました。これについては、本当にすごくいい取り組みだったと思っている

ので、毎年、学校からのご協力をいただいて開催したいと考えています。 

 そして 11月 30日に、実は椅子を一時撤去しているのです。なぜかというと、冬、

雪に備えて、万が一雪に埋もれて地域住民の方に迷惑をかけたり壊れたりするとい

けないということで撤去させていただいたのですが、今年に限っては雪がまったく

降らなかったので、撤去しなくてもよかったかなと思っています。 

 効果なのですけれども、先ほど森田さんからもお話があったとおり、このような

活動をしたことによって、大変この金津地域では不審者情報が逆に多くなりました。

多くなったというのは、先ほどの話にもあったとおり、防犯意識が上がったという

ことなのです。子どもたちも、ピリピリしているわけではないのですけれども、常

に頭の中で防犯とか入りやすくて見えにくい場所という、そういったキーワードが

入ってくれたおかげかなと思っています。 防犯活動として広く認知されたという

ことはありますけれども、これは割と地元ではまだ知られていない活動でして、こ

れから皆さんに知っていただくということも一つの課題かなと考えています。 

 まとめなのですけれども、最初にも言いました、大切なのは人の気持ちだと思っ

ています。私たち、椅子を使った防犯活動ですが、大事なのは椅子という手段では

なくて、いかに地域の皆さんが子どもたちを守ろうという気持ちをもってくださる

か、そしてそれをずっと維持していただけるかということが大切だと思っています。

この椅子は、地域のいろいろなところでこれから目にすることになると思いますが、

その目に入るたびに防犯ということを意識してもらえれば、思い出してくれればい

いなと思っています。現在、13か所、13脚設置いたしましたが、まだ椅子が足りま

せん。今後、今のところホットスポット１か所につき１脚椅子を設置しているので

すが、今後もっと椅子が集まってくれば、１脚ではなく、同じ個所に２脚、３脚と置

くことによって、そこで人々の会話が生まれて、人々がそこで滞在する、留まると

いうことになるかと思います。そうすると、もともとは人気のないホットスポット

だった場所が、椅子を置いたことによって人が集う場所になったり、会話が生まれ

る場所になったりということで、危険だった場所が安全になるのではないかと希望

をもって、まだ活動を始めて１年経っていないのですけれども、このような希望を

もって頑張っております。 

【質問】 

 椅子を設置されて、今は取り外してしまわれているのですけれども、設置してい

てこの夏場でしょうか、子どもたちとか地域の方々とか、座っている状況というの

はどのような感じだったでしょうか。 
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 私自身は直接目撃したことがないのですけれども、地元の警察官の方ですとか、

地域の方は座っている様子をご覧になった方がけっこういらっしゃって、お知らせ

していただいています。やはり１脚しかないので、地元のおばあちゃんたちが、譲

り合ってその１脚に座ってもらっているというような状況です。 

 

 ぴいす金津というのは、ＰＴＡとどういうかかわりがあるのでしょうか。団体と

して。 

 

 私が昨年度のＰＴＡ会長のときに発案させていただいてこのような活動に結びつ

いたということだったので、呼びかけも、実はＰＴＡの保護者の皆さんに最初に呼

びかけたところから始まっている活動なのです。実は、ＰＴＡ活動というと、補助

金とか何かそういったいろいろな面でお金も一応かかる活動になりますので、補助

金だけではなかなか難しいと。地域の方々からいろいろ寄付をしていただいて活動

をさせていただくことになりましたので、寄付をいただくとＰＴＡ活動とはみなさ

れない。ＰＴＡ活動には入らないということなので、ＰＴＡとは少し独立したとい

いますか、任意団体になります。ＰＴＡと地域と学校というのが協働して活動でき

るような任意団体として、一応主体はＰＴＡということなのですけれども、その三

者でやっている活動になります。 

 

 ありがとうございました。そうすると、ＰＴＡの中で、ＰＴＡとして動くという

のはなかなか難しいというところがあるけれども、そこから派生して一つ別の団体

を立ち上げる力があるかどうかというあたりが、ほかのところが真似をしようとす

ると必要なのかなという感じがするのだけれども、その辺はどうですか。 

 

 実は、この活動に関しては、ご覧になった方もいらっしゃるかもしれませんが、

テレビ新潟でも 10分間の枠で放送してもらったのです。なぜこれが注目をいただい

ているか、取材に来ていただけたかと言いますと、保護者が主体となってやってい

る防犯活動というものが珍しいそうなのです。大体防犯活動というのは、地域が主

体となってやっていること、ですが、保護者がメインでやっているということがな

かなかほかにはない活動だということなので、やはり保護者、ＰＴＡという団体と

言いますか、それは欠かせないものになるので、ＰＴＡからあまり外れたくはない

というのが正直なところです。 

 私どもコミュニティ協議会でも、今、自学教室というものを、社会福祉協議会か

ら補助をもらって学校でやっているのですけれども、はっきり言って、ＰＴＡも青

少年健全育成会というものもあるのですけれども、まったく関与していないという

か、やっていることも知らないのではないかという感じがするのです。私どもが考

えると、本来、これはＰＴＡが先に声を出して、何とかしてくれないかとか、一緒に

考えていくような事案であっても、何か昔からずっと続いているようなＰＴＡとか
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そういった団体でも、何か形骸的な行事をこなすだけのような気がするものですか

ら、素晴らしい金津の皆さんの、金津の皆さんというのも、中野さんと和氣さんの

お二人の力なのかなと思って、非常に関心してお聞きいたしました。ありがとうご

ざいました。 

 

６ グループディスカッションまとめ 

【１グループ】 

 まず、アイディアなのですけれども、パトルール中の看板やステッカーをＰＴＡ

の方、地域の方にお手紙でお願いしてつけていただく。それから、危険な場を意識

する、見て回る、認識し合うということが大事ではないかというお話が出ました。

今、大体痴漢が出やすい場所とか不審者情報が出やすい場所、それから交通事故が

起きやすい場所等のマップをそれぞれの学校等で作成してはいるのですけれども、

その場所を地域の住民が知っているかどうかということが大事なのではないかとい

うお話がありました。また、犬の散歩をする方にジャンパーを配布する。北区で「ワ

ンワンパトロール」というものがあるように、新津では実施してみてはどうかとい

うのがありました。また、玄関等を点けておく協力依頼を皆さん、住宅にしてはど

うかというお話がありました。今、非常に住宅街などは朝から夕方までお仕事をし

ている方がいて、夜は暗くなるまで家に帰ってこない方がいるのですけれども、そ

ういう方にも協力依頼をして、明るいまちづくりというものがいいのではないかと

いうお話がありました。 

 また、できればＰＴＡから率先していただいて、自ら声を出してほしいという意

見がありました。声を出してほしいが、忙しい、なかなか率先してくれないという

ことが課題ではないかというのがあります。また、荻川ではオレンジのジャンパー

を貸与しているということなのですけれども、着用が少ないということで、ジャン

パーを貸し出ししても着てくれるというチャンスが少ないのではないかというお話

しもありました。小学校単位で子ども 110 番に協力していただいているのですけれ

ども、こども 110 番を子ども自身が知っているのか、学校、地域で子ども自身が知

っているかどうかの調査をしてもらったほうがいいのではないかという意見もあり

ました。また、個人の関係同士が薄くなってきているため、表札が出ていない住宅

が非常に多いということもありまして、地域の関係性が密な田舎ほど、こういう事

件や事故が少ないのではないかというようなご意見もありました。 

【第２グループ】 

第２グループもいろいろな意見が出たのですけれども、やはり下校時の見守りと

いうことがなかなかできていない。朝はセーフティスタッフとか地域の方が、同じ

時間帯ですので出てこられるのですけれども、下校時がなかなか出てこられない。

結局は自治協議会やコミュニティ協議会の団体にお願いをしてという形なのですけ

れども、それもなかなか難しかったりするということで、私が住んでいる地域では、

とにかく下校時、子どもたちの声が聞こえたら玄関先に出ていてもいいというよう
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な、自治会長からの回覧などが回ってきていたのです。でも、それは一部の人であ

って、その出られるというか、そこに参加するということがなかなか個人としては

一歩踏み出すのが難しいのかなということです。 

 私の意見としまして、学校では、毎年１年生が体験型安全教室をやるのです。こ

ども 110 番が近かったらそこに駆け込むのだよとか、不審者が出たらまずはランド

セルを脱いで一番近いお友達の家なり、家が遠かったらすぐ近くのそういうところ

に、お店でも飛び込むのだよということを教えてあげているのですけれども、地域

の方ももう少し意識をもたなければいけないのかなと。それから、地域によっては、

まったく対策が違ってくるのかなという、それを統一するのはなかなか難しいと思

いました。以上です。 

【第３グループ】 

皆さんから朝の交通安全の見守りとか、そういうものは、本当にどこの地域でも

一生懸命にやられているということが出されました。そして実際に、田井地域で、

若い見知らぬ風貌の方が壁の修理をしているようなところにいらして、一人暮らし

のお宅にいろいろな工事を斡旋したりしているので、どうもおかしいということで

自治協議会の委員の方がついて行って尋ねたり、それを警察に連絡をしたりしまし

た。子どももそういう被害に遭う危険があるとのお話がありました。それから、小

学校は明るいうちに登下校できるのですけれども、中学になると部活が終わって暗

い道を通って帰ります。そして一番最短距離で家に帰りたいという思いで、それこ

そ暗いところを帰ってきて、そういうところに不審者が潜んでいます。私も孫に実

際そのことを聞かされて、明るい道を通るようにと話しました。いろいろなホット

スポットがあちらこちらにあるということ、やはりそういうものも皆さんで共有し

ていかないとだめだということです。それから少子高齢でなかなか若い人たちは日

中働いていて、防犯活動とか安全活動にはなかなか参加できない。地域にいらっし

ゃる高齢の方は、けっこう時間が余っていると。だから、その地域の人とＰＴＡで

楽しい行事をして、バーベキュー大会とかを取り組んで、子どもたちと地域の方が

顔見知りになることで、信頼関係を築きます。そして、声をかけても隣のおじいさ

んだとか、あそこのお爺ちゃんだというように、安心・安全な地域づくりがこれか

ら大事なのではないかというお話もなされました。そのようなことで、これからも

地域とＰＴＡが一緒に何かをやっていく行事を考えたり、話し合いの場をもつこと

が大事なのではないかという意見が出されました。 

 

７ 教育委員の感想 

 

 まずは、貴重な実践発表をいただきまして、また新しい情報を私も知ることがで

きましたし、皆さんもそれぞれ学ぶところがあったのではないかと思います。そし

て、その後のグループディスカッションで、私は１グループで聞かせていただきま

した。全部聞くことはできなかったのですけれども、皆さんの思いですとか、それ
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ぞれのところで実際にこういった取り組みをしているというような活発なご意見が

たくさん出て、それを聞いていて、今日はとても胸が熱くなる思いでした。本当に

どうやって子どもたちの安全を守るかということに関して、本当に皆さんがそれぞ

れの思いがあるということが確認できました。そして、その中で、実際に皆さんそ

れぞれ大変忙しい中でできることをやっていらっしゃって、また情報や思いを共有

しながらやっていきたいということがあるということを大変感じました。そして、

その中で出てきた一つ大事なキーワードとして、主体的に取り組めるといいのだな

ということを私としては感じました。それは、地域の方もそうですが、ＰＴＡ、そし

て子どもたちも自分たちが主体的に取り組めるように、そしてグループ１では、確

か学校が核となってくれると皆さんがつながりやすいのではないかというご意見も

出ていて、それもそのとおりだなと感じました。ぴいす金津の話の中でも出てきた

ように、継続できるといいよねということが、やはりこれからとても大切かなと感

じました。そのやり方は、手段はそれぞれいろいろで、具体的な活動の継続だった

り、話し合う、そういった会合の継続であったり、いろいろな形があると思うので

すが、本当に団体に入っていなくても、市民の一人としても主体的にかかわってい

けるようになることが一番なのかなということを、今日は改めて学ばせていただき

ました。大変ありがとうございました。 

 

 本当に今日は貴重なお話をたくさん聞かせていただきました。ありがとうござい

ました。委員が言っておられましたけれども、秋葉区の人たちは、地域の子どもは

地域で守ろうとする意識が強い。これは、まさにそうだなということを感じます。

私も若いころ、二十何年前にこの秋葉区に勤めたことがあるのですけれども、本当

に当時から、旧新津市でしたけれども、新津の子どもは新津の地で育てるのだと、

育んでいくのだという気持ちが大変強くございました。今もその気持ちがずっとつ

ながっているのだなということを感じた次第であります。そして、１グループの先

ほどのご報告にありましたように、地域の関係性が密なところほど事件が少ない。

本当にそう思います。やはり普段から地域の人同士のつながり、心のつながりであ

ったり、あるいは顔の見える関係、これがしっかりできているということがとても

大事なのだなと。今日、いくつもそういうお話が出ておりました。お互いに相手の

ことを知っているが故に、何か心配ごとがあったらすぐ人に言える。隣のお爺ちゃ

ん、おばあちゃんに伝える。そういうことが普段からやれているということがとて

も大事なのだろうと思うのです。この新潟市内では、中学校区単位で昨年、一昨年

と２年間、防災教育について話し合いを進めてきました。やはりそこでも顔の見え

る関係ということが、どの地域からも非常に言われていました。やはり何か事件が

起こったとき、あるいは何か災害が起きたときに、この地域で顔の見える関係、す

ぐ声がかけられる関係、こういう人間性がつくられていくということがとても大事

なのだなと思いますし、まさに今この秋葉区では、そういう関係がより一層強まっ

ている。そして今日お話しいただいたぴいす金津のこの取り組みをとおして、より



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一層人とのつながりができているのだなと、こう思いました。２グループの佐藤委

員が言っておられましたけれども、子どもを守ろうとする、あるいは何かしようと

する、そういう人の気持ちが大事なのです。その気持ちをもつということが第一歩

につながっていくのだということでありますし、齋藤委員が言っておられました実

際に行動に移す勇気、これが大事なのです。こういうお話がありました。まさにそ

うだなと思います。ぴいす金津の中野さんが言っておられましたけれども、大事な

のは手段ではないのだと。地域の人の子どもたちを守ろうとする、その思いが一番

なのですと。まさにそのとおりだなと、こう思いました。本当に勉強になりました。

ありがとうございました。 

 

８ 閉会 

 

 



 

 



令和元年度 第２回秋葉区教育ミーティング 

日時：令和２年１月３１日（金）午後 1 時～2 時 30 分 

場所：秋葉区役所６階 

次  第 

１ 開    会            13:00~13:01 

２ 教育委員挨拶            13:01~13:03 

３ 出席者紹介             13:03~13:05 

４ 令和元年度全国学力・学習状況調査報告    13:05~13:15 

  学校支援課 課長補佐 山田 哲哉 

５ 秋葉区の不審者情報の状況報告    13:15~13:20 

  秋葉警察署生活安全課 ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ 森田 淳 様 

６ 実践発表              13:20~13:40 

  ぴいす金津 中野 妙 様  和氣 彰 様 

７ グループディスカッション      13:40~14:20 

  テーマ「地域で子どもの安全をどう守るか」  

８ 教育委員の感想           14:20~14:25 

９ 閉    会            14:25~14:30 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ループディスカッションの記録 

 

１グループ 

（１）現状 

  〈山の手コミ協〉 

   ・見守りベンチ約１０台設置（置き場所の融通が難しい） 

  〈中央コミ協〉  

   ・防犯防災部で子どもの見守り活動を実施（月１回くらいなので増やしていきたい） 

   ・朝に通学路の見守りをしている地区もある（ＰＴＡの意識が低い） 

  〈東部コミ協〉 

   ・町内役員が下校時に見守りを実施 

  〇地区のＰＴＡが，毎年組織が変わるために苦労がある。 

   ・登下校時は働いているので時間がとれない 

  〇交通事故防止のためのパトロール隊（警察退職者の協力を仰ぎたい） 

（２）アイディア 

  〇「パトロール中」などと書かれたステッカーの掲示 

  〇防犯情報を共有 

  〇犬の散歩をしている方からパトロールをしてもらう。（ジャンパーの着用） 

   ・ウォーキング，サイクリング，通勤者にもお願いする。 

  〇個人宅レベルでも防犯意識を高める。（防犯灯の設置） 

  〇子供１１０番協力者をもっと活用 

（３）課題 

  〇カメラの設置 

  〇ライト 

  〇人員の確保 

  〇学校とＰＴＡと連携できるようにする 

  〇住民同士の関係が密になるようにする 

 

 

２グループ 

（１）現状 

・年に１回小学校でセーフティースタッフと児童との顔合わせ会を行って，意識を高めている。 

・青パトの巡視（月２～３回） 

・登下校時の見守り 

・ながらパトロール（ステッカーの配付） 

・子ども１１０番の見直し 



（２）アイディア 

・新旧 PTAメンバーの交流会 

・楽しい活動からつながりを深める 

・防犯と防災を組み合わせる 

・自治会長の意識を高める（ベスト配付） 

・情報共有システム 

 

（３）課題 

・住民の防犯意識の高まり，当事者意識をどう高めるか 

・継続以前の問題で，他人事になっていないか 

・資金，パンパワー不足 

 

３グループ 

（１）現状 

  〇地域とＰＴＡで見守り活動 あいさつ運動（小合中） 

  〇防犯を兼ねて，交通安全指導（二小校区） 

  〇外国人と思われる不審者が高齢者宅を狙っている（警察へパトロールを依頼） 

  〇登下校の見回り（三小校区） 

  〇帰宅路で暗いところが 

  〇コミ協単位で活動が活発 

 

（２）アイディア 

  〇防犯ジャンパーを作成 

  〇子どもたちと情報共有 

  〇ＰＴＡと地域との交流が少ない 

  〇若い人が多い町内 仕事で忙しい 

  〇ＰＴＡとの接点 

  ・コミ協，町内会の皆さんが平日の子どもの見守り 土日にＰＴＡが地域の行事に参加 

 

 

 

 

 

 


